
とうきょうスカイツリー駅も大きくし、ホーム

を2面にして3線が発着する駅にします。

駅周辺を安全で便利に使えるよう、交通広場や歩行者用の

道路を整備します。高架下の空間も生まれます。

伊勢崎線第2号踏切は1日の遮断時

間が約8時間もあり、交通渋滞の原

因となっています。

踏切除却後は、交通渋滞が解消され

て踏切事故の心配も無くなります。

墨田区と東武鉄道㈱は、東武伊勢崎線

（東武スカイツリーライン）とうきょうス

カイツリー駅付近の、約0.9kmの区間を

高架化する工事を進めています。

桜橋通りにある伊勢崎線第2号踏切を

無くすことで、踏切事故の心配も無くな

り、車や歩行者も安全に通行できるよう

になります。

これにより、鉄道で隔てられていた南

北市街地の行き来がし易くなり、安全で

便利なまちになります。



この高架化工事は、完成まで約８年間かかりま

すが、できるだけ電車の運行を妨げることなく、

限られた時間や狭いスペースで工事を進めるため

に、様々な工夫を行っています。

高架化工事の方法は、「仮線方式」と呼ばれる

一時的に隣に仮の線路を設けて元々の位置に高架

橋を作る方法を採用しています。電車の動いてい

ない夜間が中心となるため、一度に約700人で

線路の切替工事を行うこともあります。

また、とうきょうスカイツリー駅付近は、特急

始発駅の浅草駅に近いこともあり、上下線本線の

ほかに留置線（一時的に電車を待機させる線路）

や保守施設も多くあります。この留置線を一時的

に減らして、ダイヤも工夫することで高架化工事

の用地を確保しています。

高架化工事へのご理解ご協力をお願いします。

工事前の様子です。上下
合わせて2本の線路が
走っていて、道路と交わ
る場所には踏切もありま
す。まずは、線路を移設
するための準備工事（用
地の確保、建物や設備の
移設・撤去）を行いま
す。

元の線路の横に仮線を作
り、夜間に切替え工事を
行って線路をずらします。

平成30(2019)年3月
留置線の仮線化完了

令和2年(2020)3月
上下線の仮線化完了

元々の上り線のあった部
分に高架橋を作ります。
高架橋を支える基礎杭を
作ってから、上り高架橋
と上り駅舎・ホームを作っ
て、切替えます。

地上の使わなくなった上
り線部分を撤去して、下
り高架橋を作ります。こ
の事業では、留置線部分
も高架化します。

下り線が高架化すると、
いよいよ踏切が無くなり
ます。緊急車両も踏切を
待たずにスムーズに走行
できます。
高架化工事の進展にあ
わせて、周辺の道路（高
架下に新しい道路、狭い
歩道の拡幅や駅前広場）
や高架下を整備して、事
業が完了します。
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事業の概要や高架化工事の映像をまとめ

た動画を墨田区公式YouTubeチャンネル

で公開しています。



とうきょうスカイツリー駅付近には、国の基準を超えるボトルネック踏切（伊勢崎線第2号踏切）や歩道幅員が狭い言

問通りがあります。これらを解消するために高架化工事に着手しました。まずは、周辺の家屋調査を行い、仮線化工事

に必要な用地を確保

するため、留置線付

近の施設（建物や鉄

道設備）の撤去・移

転工事の計画を進め

ました。

　工事用地を確保する撤去・移設工事を進めて、10線ある留置線を減線し、2019年3月に仮留置線に切替える工事を行い

ました。その後、鋼鉄製の仮高架橋を作ったり、土留めを兼ねた盛土構造の仮高架橋を作ったり、ホームを切取ったりし

て、上下線そのもの

を北側に移設する工

事を進めました。

2019年12月と、

2020年3月夜間切

替え工事を行って、

上下線の切替えが完

了しました。
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工事見学ツアー等のイメージ


